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研究成果の概要（和文）：本研究では，スポーツ推薦入試等を経て入学した学生（学生アスリート）を対象とし
たアカデミック・ライティングに関する学習支援モデルを構築した。まず、学生アスリートの学習特性を明らか
にした。その結果、学生アスリートは指導者と双方向でのやり取りを行いながら課題に取り組む傾向がみられ
た。さらに、大学の講義等で求められる論証型レポート執筆の正課外講座と個別指導を行うモデルを開発・実施
し、その効果を評価した。その結果、（1）ライティング能力の向上、（3）学習内容の定着と大学における文章
作成課題への活用、（3）自身のライティング力についての振り返りや自身の知識・技術の向上といった行動が
見られた。

研究成果の概要（英文）：In this study, a learning support model for academic writing was developed 
for students who entered the school through sports recommendation entrance examinations 
(student-athletes). First, the learning characteristics of student-athletes were identified. The 
results showed that student-athletes tended to work on tasks while interacting actively with their 
instructors. Furthermore, a model was developed and implemented that provided both a formal 
out-of-class course in argumentative report writing required in university lectures and other 
courses, as well as individual tutorials. The effectiveness of the model was evaluated, and the 
following behaviors were observed: (1) improvement of writing skills, (2) retention of learning 
content and its application to writing assignments at university, and (3) reflection on one's own 
writing skills and enhancement of one's knowledge and abilities.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高等教育のユニバーサル化と入試形態の多様化の中で，知識や技術に関する背景，学習時間・場所が一般の学生
と異なる学習者も多く存在する。学生アスリートはこのような特徴を持つ最大規模の学生グループである。彼ら
は体育会等のクラブ（チーム）の活動に参加しながら，在籍する大学・学部のカリキュラムを受講している。し
かしなら，彼らの知識や技術に関する背景，学習環境に即したライティング支援は十分に行われてこなかった。
本研究の完成にって、学生アスリートの学習特性に基づく学習支援プログラムを確立し、公開することができ
た。これは、今後の学生スリーの学習支援に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 アカデミック・ライティングの指導および学習支援は、多くの高等教育機関で行われており、
その理論と実践に関する知見が蓄積されてきた[1]。近年では授業外での多様な支援体制の構築が
重要視されており、学習意識や動機の向上を目的としたグループでのレポート作成や発表を行
うアクティブラーニング型の指導方法が注目を集めていた[2]。海外の高等教育機関、特に北米で
は、学生アスリート（スポーツ推薦入試など，高等学校までの運動暦を考慮されて入学した学生）
を対象とした学習支援に関する議論が活発に行われており、アカデミック・ライティングを含む
学習支援プログラムの実践研究が盛んに行われていた[3]。一方、日本では学生アスリートに対す
る特別な学習支援の必要性が指摘されていたものの、アカデミック・ライティングに関する支援
やその実践研究はほとんど行われていなかった[4]。また、現在のアカデミック・ライティングに
関する理論と実践は全学的な取り組みが主流であり、学生アスリート個々のニーズへの対応が
課題であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、スポーツ推薦入試などを経て大学へ進学した学生アスリートを対象に、アカ
デミック・ライティングに関する意識やこれまでの学習経験、現在の学習環境を明らかにし、そ
こから導出された学生アスリート特有のニーズに基づくライティング学習支援プログラムを開
発することであった。 
具体的には、関西大学スポーツ・フロンティア入試入学生（SF 入学生）の 1 年生を対象に、

高等学校卒業までのライティングに関する学習経験、ライティングに対する意識、授業外学習場
所・時間などについて調査を行った。この調査結果を基に、授業外セミナー、学習相談、自習用
教材を組み合わせたライティング学習支援プログラムを開発し、その効果を検証した。 
本研究の完成により、SF 入学生をモデルケースとした学習支援プログラムの創出が期待され

た。さらに、他大学の学生アスリートにも対象を広げ、実効性と応用力の高い学習支援プログラ
ムの創出を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では、関西大学 SF 入学生をモデルとして、学生アスリートのライティング学習におけ

る課題とニーズの把握、およびライティング学習支援プログラムの提案を行った。 
 
(1) 学生アスリートのアカデミック・ライティングに関する意識や学習アプローチの調査 
SF 入学生 1 年生（各年度約 110 名）を対象に、大学入学時のライティングに関する学習経験、

その内容、ライティングに対する意識や学習動機、学習に対する取り組み方についてアンケート
調査を実施した。 
 
(2)ライティング学習支援プログラムの開発と評価 
授業外講座、ライティングセンター（WRC）による学習相談、自律学習用の資料・教材開発を組
み合わせたライティング学習支援プログラム（以下プログラム）を開発した。平成 29 年度に SF
入学生を対象として実施したプログラムをプロトモデルとして用い、（1）より抽出した SF 入学
生の課題や学習状況に応じた修正を加えた。これらプログラムに参加した SF 入学生を対象とし
たアンケート調査や半構造化インタビュー、講座内でのルーブリック評価などを用いて多面的
に評価を行った。効果検証の結果を基に、プログラムの内容に修正を加えた。 
 
４．研究成果 
 学生アスリートのライティングに対する意識や学習アプローチを調査した結果、学生アスリ
ートは、大学入学までの学習経験および大学入学後のスポーツ活動と学習の両立に対する
不安や課題を抱えていた。また、個別に目標や計画を立てて学習を進めるより、指導者と双
方向でのやり取りを行いながら課題に取り組む学習に適応性を有していた[5]。 
ライティング学習支援プログラムを開発、評価したところ、学生アスリートは授業外講習会

等の時間や空間を共有した双方向での指導をベースに、レポート執筆等の具体的な課題に
取り組むことで、①ライティング能力を向上させること、②学習内容の定着と大学における
文章作成課題への活用、③自身のライティング力についての振り返りや自身の知識・技術の
向上といった行動が見られるなど、ライティング学習に対する高次の転移が示唆された[6]。
以上より、正課外講座と個別指導およびレポート作成課題を用いたアカデミック・ライティ
ングに関する学習支援モデルの効果が確認された。 
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